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P204a ALMA観測によるClass I円盤CrA IRS 2における二重リング構造の検出
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Corona Australis分子雲内に位置するClass I原始星CrA IRS 2の周囲で, 交換型不安定性によって駆動する磁
束散逸によって形成されたと考えられる, 直径 ∼7000 auまで膨張した C18O J=2–1のガスリングが検出されて
いる (Tokuda et al. 2023, ApJL, 956, L16). このような不安定性が起きた場合, 円盤内の磁場は外部へ輸送され
て散逸し, 円盤内部は∼10mGを下回る弱磁場環境になると予測されている (Machida & Basu 2025, ApJL, 979,
L49). 本研究では, CrA IRS 2の星周円盤に対するALMA Band 6ダスト連続波データ (観測波長 1.3mmおよび
空間分解能 0′′.15)に PRIISMを用いた画像再構成法を適用し, このような環境下における円盤の形態について調
査した. その結果, 従来より空間分解能が 1.5倍向上したダスト連続波画像から, 内側のリング・ホール構造と外
側のリング・ギャップ構造を同時に持つ face-on円盤 (傾斜角 ∼ 21.1◦)が明らかになった. ボロメトリック温度
Tbol=235Kから中心星が形成後およそ 0.2–0.4Myrを経過していると推定される. そのため, CrA IRS 2は複数
のリング構造を持つほぼ face-onな円盤の中で最も若い系であり, その間にサブストラクチャーが形成されたこと
を示唆している. さらに，外側のリング・ギャップ構造の一つの起源候補として惑星と円盤相互作用を検証する
ために, 連続波画像から測定したギャップの深さと幅を Zhang et al. (2018, ApJL, 869, L47)で提案されている
モデルと比較したところ, モデルと整合的な結果が得られ, 0.1–1.6MJupの質量を持つ巨大惑星が存在している可
能性が示唆された. これは, 交換型不安定性に伴う円盤内の磁束散逸によってMRI駆動乱流が抑制され, その結
果, 磁気的に不活性な低乱流領域 (dead zone)が拡大したことで, 惑星形成が促進されたと考えられる.


